
  

１．平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  3,118  △2.6  16  141.0  13  425.9  11  －

22年３月期第１四半期  3,199  －  6  －  2  －  0  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  0  37    －  

22年３月期第１四半期  0  01   －       

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  4,187  1,568  37.4  50  29

22年３月期  3,837  1,557  40.6  49  95

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 1,568百万円 22年３月期 1,557百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        －      －      0 00  0  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  －      －      0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  6,700  0.8  135  2.7  125  2.0  120  1.9  3  85

通期  13,300  1.7  280  △6.0  260  △7.3  250  △7.7  8  02



４．その他（詳細は、［添付資料］３ページ「２.その他の情報」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

    この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中であります。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予

想の前提となる仮定等につきましては、［添付資料］３ページ「（３）業績予想に関する定性的情報」をご覧くだ

さい。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 31,337,000株 22年３月期 31,337,000株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 157,053株 22年３月期 157,003株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 31,179,964株 22年３月期１Ｑ 31,187,615株
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、企業収益が一部改善するなど景気回復の兆しが見られるものの、

所得水準や雇用環境など個人消費をとりまく環境は依然として厳しい状況が続いております。 

 加工食品業界におきましても、消費低迷が続いており、低価格志向も根強く、価格競合も一段と激しいものがあ

ります。また、本年４月に宮崎県で発生いたしました口蹄疫は、今後の食肉の「生産」や「加工・製造」そして

「消費構造」への影響が懸念されているところであります。 

 このような状況のもとで、当社は「安全・安心できる正確な製品づくり」を基本理念として、新製品開発やリニ

ューアルを積極的に進めるとともに、新規拡売や販売キャンペーンなどの売上の拡大に取組んでまいりました。加

えて、期初より営業、製造、管理の連携をより密にし、全社一体の業務遂行、迅速性を追及するとともに無駄の排

除を進めてまいりました。 

その結果、当第１四半期累計期間の売上高は31億18百万円（前年同期比2.6％減）となり、のれん償却費の負担

軽減や販売・物流コストの削減に努めまして、営業利益は16百万円（前年同期比141.0％増）、経常利益13百万円

（前年同期比425.9％増）、四半期純利益11百万円（前年同期は256千円）となりました。 

  

 事業の種類別の業績は次のとおりです。 

  

① 加工食品事業 

食肉加工品につきましては、内食需要の高まりからハム・ソーセージでは「フェストエッセンシリーズ」や

「元気な食卓シリーズ」などコンシューマー製品が好調に推移したことや、業務用であります「笑顔の食卓シ

リーズ」も順調に販売数量を伸ばすことができました。また、ゴールデンウィーク期間の需要増もあり、当第

１四半期累計期間の売上高は19億81百万円（前年同期比2.6％増）であります。 

          その他惣菜等につきましては、新商品を投入し販売促進活動を積極的に行っておりますが、お客様の低価格

志向が依然として根強く、業者間の価格競争も一層激しさを増しております。その結果、当第１四半期累計期

間の売上高は11億36百万円（前年同期比10.5％減）となりました。 

  

② その他の事業 

    不動産の賃貸収入のみで、当第１四半期累計期間の売上高は600千円（前年同期比16.7％減）であります。 

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

  当第１四半期会計期間末における総資産は41億87百万円となり、前事業年度末と比べ３億49百万円の増加となり

ました。資産の部の主な増加要因は、売掛金が81百万円の増加、夏季の需要期に備えてたな卸資産が２億64百万円

増加したことなどによるものです。 

 負債合計では前事業年度末と比べ３億38百万円増加しております。買掛金が１億57百万円、関係会社短期借入金

が１億32百万円それぞれ増加したことなどによるものであります。 

 純資産は当第１四半期累計期間の純利益などで10百万円増加いたしました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という。）の残高は40百万円となり、前事業

年度末と比較して５百万円の増加となりました。 

 

各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

   当第１四半期累計期間における営業活動の結果、使用した資金は71百万円となりました。主な要因は、仕

  入債務が１億57百万円、未払債務が１億30百万円増加したものの、たな卸資産が２億64百万円、売掛金が81

  百万円増加したことなどによるものであります。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

   当第１四半期累計期間における投資活動の結果、使用した資金は31百万円で、これは主に工場の生産設備 

  の投資額29百万円等であります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   当第１四半期累計期間における財務活動の結果、得られた資金は１億８百万円であります。これは主に関 

  係会社短期借入金の純増額１億32百万円等であります。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



（３）業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間までの売上状況はその他の惣菜等が計画を下回っておりますが、食肉加工品は順調に推移

しております。今後の見通しにつきましては、中元や夏季の需要増が期待できること、一部原料の値上がりが懸念

されますが予想数値には織り込んでおりますので、平成22年５月７日に公表いたしました業績予想につきましては

修正を行っておりません。 

   

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

  該当事項はありません。 

  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

  当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31 

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

  これによる損益に与える影響額はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

  該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 40,622 35,451

売掛金 1,259,847 1,178,205

商品及び製品 483,774 276,783

仕掛品 23,286 16,245

原材料及び貯蔵品 250,028 199,327

未収入金 6,213 4,551

その他 16,333 11,018

貸倒引当金 △651 △681

流動資産合計 2,079,456 1,720,903

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 36,688 37,870

構築物（純額） 5,798 6,012

機械及び装置（純額） 307,608 312,080

車両運搬具（純額） 14,994 13,215

工具、器具及び備品（純額） 35,340 35,244

土地 1,493,013 1,493,013

リース資産（純額） 156,198 159,687

有形固定資産合計 2,049,642 2,057,123

無形固定資産   

のれん 27,500 30,000

電話加入権 4,748 4,748

ソフトウエア 3,992 1,810

その他 2,473 2,592

無形固定資産合計 38,714 39,151

投資その他の資産   

投資有価証券 8,723 10,048

関係会社株式 0 0

出資金 5,278 5,278

差入保証金 4,838 4,842

その他 490 531

投資その他の資産合計 19,330 20,700

固定資産合計 2,107,688 2,116,975

資産合計 4,187,144 3,837,878



（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,034,982 877,037

関係会社短期借入金 521,720 389,185

1年内返済予定の関係会社長期借入金 72,000 72,000

リース債務 27,084 26,064

未払金 133,839 122,175

設備関係未払金 19,469 27,636

未払費用 185,127 59,003

未払法人税等 5,790 20,138

未払消費税等 8,922 62,576

賞与引当金 59,453 102,234

その他 9,167 1,760

流動負債合計 2,077,557 1,759,811

固定負債   

関係会社長期借入金 260,000 278,000

リース債務 135,763 139,786

繰延税金負債 423 999

退職給付引当金 124,548 81,004

長期預り保証金 1,004 1,004

長期未払金 19,765 19,765

固定負債合計 541,504 520,559

負債合計 2,619,062 2,280,371

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,699,968 1,699,968

資本剰余金 909,840 909,840

利益剰余金 △1,025,059 △1,036,486

自己株式 △17,291 △17,286

株主資本合計 1,567,457 1,556,034

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 624 1,472

評価・換算差額等合計 624 1,472

純資産合計 1,568,081 1,557,507

負債純資産合計 4,187,144 3,837,878



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

売上高 3,199,887 3,118,031

売上原価 2,837,830 2,757,497

売上総利益 362,057 360,534

販売費及び一般管理費 355,399 344,484

営業利益 6,658 16,049

営業外収益   

受取利息 － 44

受取配当金 61 57

受取手数料 206 233

貸倒引当金戻入額 104 29

協賛金収入 － 1,355

雑収入 767 712

営業外収益合計 1,140 2,432

営業外費用   

支払利息 5,171 4,296

雑損失 4 390

営業外費用合計 5,175 4,687

経常利益 2,623 13,794

税引前四半期純利益 2,623 13,794

法人税、住民税及び事業税 2,366 2,366

法人税等合計 2,366 2,366

四半期純利益 256 11,427



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 2,623 13,794

減価償却費 12,250 32,633

のれん償却額 12,500 2,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） △104 △29

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,112 43,544

賞与引当金の増減額（△は減少） △32,012 △42,781

受取利息及び受取配当金 △61 △101

支払利息 5,171 4,296

売上債権の増減額（△は増加） △198,229 △81,641

たな卸資産の増減額（△は増加） △123 △264,733

仕入債務の増減額（△は減少） 93,885 157,944

未払債務の増減額（△は減少） 129,546 130,540

未収消費税等の増減額（△は増加） 8,997 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 20,331 △53,653

その他 4,700 469

小計 67,586 △57,217

利息及び配当金の受取額 61 101

利息の支払額 △5,171 △4,828

法人税等の支払額 △8,861 △9,466

営業活動によるキャッシュ・フロー 53,616 △71,410

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 － △29,055

差入保証金の差入による支出 △987 △50

差入保証金の回収による収入 154 54

その他 △76 △2,598

投資活動によるキャッシュ・フロー △909 △31,650

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △42,686 132,535

長期借入金の返済による支出 － △18,000

リース債務の返済による支出 △6,174 △6,298

自己株式の取得による支出 △203 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △49,064 108,231

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,642 5,170

現金及び現金同等物の期首残高 44,076 35,451

現金及び現金同等物の四半期末残高 47,718 40,622



 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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